
日時：令和７年８月１９日（火）10時～

場所：水道局３階大会議室

第１３期第１回

水道事業経営審議会

資料２



（１)倉敷市水道事業経営審議会について



3審議会の概要

【設置根拠】 倉敷市水道事業経営審議会条例

【所掌事務】 水道料金の改定その他水道事業の

経営に関する事項を調査、審議する。

【任 期】 令和７年８月１日～令和９年７月３１日（２年間）

【開催回数】 年３～５回程度

審議会は原則公開とし、会議後に会議録要旨を公開します。



4第１２期の主な内容

第１２期（令和５年８月～令和７年７月）

・水道事業の概要

・倉敷市水道施設第一期基盤強化計画の事業概要

・予算、決算の報告

・水道料金の仕組み

・水道料金の適正水準

・水道料金改定について

・くらしき水道ビジョン-２０１９-の見直し

・片島浄水場見学（希望者）



5水道料金改定に係る諮問・答申

第１２期では、市長が審議会へ「水道料金の適正水準につ
いて」諮問し、審議会で答申をとりまとめました。

「水道料金の適正水準について」答申 水道料金改定案について会見する伊東市長



6第１３期の内容（予定）

第１３期（令和７年８月～令和９年７月）

・水道事業の概要

・水道局各課の事業紹介

・くらしき水道ビジョン-２０１９-の見直し

・水道料金の仕組み（水道料金体系）

・予算、決算の報告

・片島浄水場見学（希望者）



（２)倉敷市水道事業の概要



8沿革と業務概要

倉敷の水道は、大正５年７月１０日に当時の玉島町で通水を開始しました。

（通水開始から１０９年）

現在の倉敷市水道事業は、平成１７年８月１日に、倉敷市と旧船穂町・旧真備町が

合併したことに伴い、平成２４年４月１日にそれぞれの事業である倉敷水道事業と

真備水道事業を統合し、倉敷市水道事業となっています。

給水区域内人口： ４７１，９８５人

給水人口： ４７１，７２９人

水道普及率： ９９．９％

給水戸数： ２２１，５５４戸

一日平均給水量： １６３，０４６㎥

一日最大給水量： １７４，８４２㎥

沿革

業務概要（令和６年度末現在）



9浄水場と給水区域

７つの浄水場から市内へ水道水を送っています。

〇倉敷市が管理する浄水場
★他団体が管理する浄水場



10

①水源
（取水施設）

②浄水場

③配水池

③配水池

送水管

送水管
(浄水場→配水池）
延長27.0㎞

配水管
（配水池→各家庭）
延長3,329．3㎞

導水管
(取水場→浄水場）
延長13.4㎞

配水管

配水管 配
水
管

水道の仕組み

※いずれも令和６年度末現在

①水源（取水施設）

表流水・伏流水・地下水を取水

②浄水場

ろ過、消毒し水道水に浄水

③配水池

水道水を貯留

④各家庭へ

配水池の高低差やポンプ圧力により給水

管路総延長 3,369.7㎞

浄水場で水道水をつくり、配水池に送った後、各家庭へお届けしています。



11くらしき水道ビジョン-２０１９-の施策体系

本市水道事業の最上位計画「くらしき水道ビジョン-2019-」に基づいて

「水質管理」「災害対策」「環境配慮」「顧客満足度の向上」の取り組みを進めています。

＜計画期間：令和元（2019）年～10（2028）年＞



12水道管の耐震化

倉敷市 ４５．４％ （令和６年度末）

全国平均 ４３．３％ （令和５年度末）

基幹管路を優先して耐震化を進めています。

基幹管路の耐震適合率

水源
（取水施設）

浄水場

配水池

配水池

送水管

送水管 配水管導水管

配水管

配水管 配
水
管

基幹管路

●基幹管路

本市では、導水管、送水管及び
口径４００ミリメートル以上の配水管

●耐震適合性のある管

耐震管及び良好な地盤に埋設されている管



13水道管の耐震化

倉敷市 ６２．０％ （令和５年度末）

特に、医療機関や防災拠点などの重要施設に繋がる管路について、

上下水道で一体に耐震化を進めています。

重要施設に接続する水道管路の耐震適合率

７５．０％ （令和１１年度目標） ※倉敷市上下水道耐震化計画



14水道料金

用途別 ： 湯屋用、船舶用など特殊な用途を除いて、

一般家庭や事業者などは同じ料金設定としています。

二部料金制 ： 基本料金を設け、水量に応じて超過料金を加算します。

逓増制 ： 超過料金は使用水量が多いほど単価が高くなります。

令和７年と８年に２段階に分けて料金改定を行います（令和７年改定は実施済み）。

なお、料金改定後も県内１５市のうち２番目に安い水準です。

※一般用、１か月２０㎥使用で比較した場合（本市は料金改定後、他市は令和６年４月１日時点）

直近の料金改定

現在の料金体系

基本料金

超過料金

※使用水量が増加するほど
単価が高くなる逓増制

時期 改定率

第１段階 令和７年１月１日（３月検針分から適用） １０％引き上げ

第２段階 令和８年１月１日（３月検針分から適用） ２０．８２％引き上げ
※令和６年度改定前料金からの改定率



15組織

※正規職員113人、()内は技術系職員の内数

３人
（２）

１４人（１）

２３人（１４）

１４人（１４）

１８人（１８）

１２人（１２）

水道サービス課
水島営業所

玉島営業所

児島営業所

漏水対策係

工務係水道管理課

水質管理係

施設管理係

水道建設課

浄水課

建設係

企画検査室

水道総務課 庶務係

経理係

水道局

営業係

給水係

工事係

改良１係

改良２係

令和７年４月１日時点の水道局の組織構成は下図のとおりです。

7人（6）

5人（5）

10人（6）

7人（6）



（３）倉敷市水道局各課の事業紹介



水道サービス課の事業紹介



18水道サービス課の主な業務

給水装置工事

・給水装置工事の申込みの受付、審査及び検査

・指定給水装置工事事業者の指定に係る業務

・給水装置工事に係る配水管布設（新設・改良）工事

水道料金（メーター検針・取替、お支払い）

・水道使用開始及び中止の受付

・水道メーター検針

・水道料金調定（収入金額の決定）

・水道料金収納

・滞納整理

・水道メーター取替



19給水装置工事

・給水装置工事の申込みの受付、審査及び検査

・指定給水装置工事事業者の指定に係る業務

・給水装置工事に係る配水管布設（新設・改良）工事



20水道料金（メーター検針・取替、お支払い）

・水道使用開始及び中止の受付

・水道メーター検針

・水道料金調定（収入金額の決定）

・水道料金収納

・滞納整理

・水道メーター取替

メーターボックス

水道メーター
※業務の合理化等を目的に、

上記業務等を民間事業者に委託



21お客様サービス向上（料金支払方法拡充等）

〇水道局公式アプリ「くらっぴぃ」

（過去の使用水量や支払状況確認）

〇Web口座振替受付サービス

（インターネットで口座振替申込）

〇スマホアプリ決済

（納入通知書読取り）

〇検針時、納入通知書 即時発行



水道管理課の事業紹介



23水道管理課の主な業務

壊れて漏れてる？ ☞ 漏水調査

修理しなきゃ ☞ 緊急修繕工事

古い水道管を地震に強い管へ ☞ 耐震化工事



24漏水調査

漏水の音を聴く音聴棒や漏水探知器を活用して計画的に実施。
ドローンや人工衛星の新技術も活用します。

音聴棒

電子式漏水探知器音聴棒による漏水調査の様子 漏水探知器による漏水調査の様子



25漏水修繕工事

25

漏水箇所

道路上で発生した漏水の様子

配水管における漏水件数： 令和６年度 １３９件

硬質塩化ビニルφ75㎜

老朽化による亀裂



26耐震化工事

特に昭和40年代、50年代に埋設
された水道管は老朽化しています。

水道管理課では
そのような老朽管
を耐震化しています。

更新工事の実績（過去3年間）

※令和5年度末 全国平均 ：43.3％
岡山県平均：26.2％

管路総延長
（km）

管路延長
（km）

更新率
（％）

基幹管路
耐震適合率（％）※

令和4年度 3348.9 30.1 0.90 42.3

令和5年度 3354.6 30.0 0.90 44.3

令和6年度 3369.7 25.4 0.75 45.4



水道建設課の事業紹介



28水道建設課の主な業務

水道基幹施設の計画的更新と耐震化

（１）配水施設の新設及び改築更新

・・・ダウンサイジング、統廃合による適正化

（２）基幹管路の計画的更新と耐震化

・・・耐震適合率60％（令和10年度目標）



29配水施設

配水施設（配水池）

浄水場やポンプ場から送られてきた

水道水をためておく施設

（参考）西之浦第２配水池

倉敷市水道施設第一期基盤強化計画に基づき、配水施設の
整備・更新を行っています。

（Ｒ７～Ｒ８年度事業）

・宇野津配水池築造工事（新設）

・乙島山高架水槽造成工事（統廃合）

（Ｒ７年度事業）

・船穂中山配水池兼平石加圧ポンプ場

造成工事（更新）など



30全体図

上成浄水場

真備浄水場

片島浄水場

福井浄水場

西阿知浄水場（岡山県南部水道企業団）

酒津浄水場（備南水道企業団）

宇野津配水池築造工事

（新設）

船穂中山配水池兼

平石加圧ポンプ場造成工事

（更新）

乙島山高架水槽造成工事

（統廃合）



31宇野津配水池築造工事（事業概要）

宇野津配水池

宇野津分岐

児島支所

水島港



32乙島山高架水槽造成工事（事業概要）

玉島支所

高梁川

水玉ブリッジライン

玉島港

天神ハイツ高架水槽

木野山配水池

乙島山配水池（旧）

新乙島山高架水槽（イメージ）



33

地震などの災害に備え、設計施工一括方式による管路工事を
取り入れながら、基幹管路及び重要給水施設の耐震化を進めています。

基幹管路

（参考）配水管φ４００㎜

基幹管路（口径400㎜以上）

浄水を主要配水池から安全で円滑に

お客様に輸送する重要管路

耐震適合率60％（令和10年度目標）

◆浅原-上東幹線外配水管設計施工一括

方式更新事業

（Ｒ７～Ｒ12年度事業）



浄水課の事業紹介



35浄水課の主な業務

水道水の水質基準（水道法第４条）に適合した安全で良質な水道水を

浄水場から送り出すこと

〇水質検査

・水道水の水質検査（水道法第２０条）

・水道ＧＬＰ（水道水質検査優良試験所規範）の認定更新

〇浄水施設管理

・運転管理業務

・施設の点検業務

・機器設備の更新等

片島浄水場



36水質検査

水質試験センター

検査の種類 項目数・内容 頻度

水質基準項目
（義務付けられている検査）

３項目（色、にごり、残留塩素） 毎日

５１項目（一般細菌や水銀など）
年１～１２回

（項目ごとに異なる）水質管理目標設定項目
（水質管理上必要と判断した検査）

２５項目（農薬など）

原水、浄水、市内の給水栓などの水質検査を水質試験センターにて
行っています。



37水質監視装置（バイオアッセイ）

メダカを使用した水質監視装置説明パネル 水質監視装置本体

メダカを使った水質監視も行っています。



38浄水場見学

片島浄水場では水道について学習する小学４年生を中心に
年間約２,０００人の見学受け入れを行っています。



水道総務課・企画検査室の事業紹介



40水道総務課・企画検査室の主な業務

＜庶務係＞

人事・厚生、研修、契約、防災 など

＜経理係＞

予算・決算、支払、資金計画、財産管理 など

事業計画、財政計画、広報、統計

設計審査・工事検査、システム管理 など

水道総務課

企画検査室



41【防災】災害対策マニュアル、BCP（事業継続計画）の整備

事故・災害のレベルに応じた人員体制、対応について定めたもの

大規模な災害時や事故の際に、優先順位の高い業務を行うための対策
を定めたもの

倉敷市水道局では、様々な災害・事故に備えて、マニュアルやBCPを作成し、
対応できるようにしています。

・風水害・地震対策 ・渇水対策

・寒波（凍結防止）対策 ・施設・管路事故対策

・水質異常対策 ・応援派遣、応援受け入れ

等

２ BCP（事業継続計画）＜地震・津波災害対策編、感染症対策編＞

１ 災害対策マニュアル



42【防災】給水車及び仮設水槽の配備

平成３０年７月豪雨災害を教訓に、
給水車を増台、設置型組立式仮設水槽を新たに配備

平成３０年７月時点 令和６年度末

給水車

５台 １１台
※２ｔ(３台）、1.8ｔ（２

台）
※1.55ｔ（１台）、1.1ｔ（１台）、0.26ｔ（４台）を追加

狭い幅員でも水道水を届けることができるよう

小型（軽トラック型、0.26ｔ）タイプを配備

設置型組立式
仮設水槽

０台 １０台

※組立てが容易、アルミニウム合金製、

有効容量1,000リットル

設置型組立式仮設水槽給水車（軽トラック型）給水車



43【防災】耐震性貯水槽の整備

南海トラフ地震に備えて、
１００トン分の貯水槽（約１万１千人の３日分必要量）を市内５か所に整備

（倉敷）倉敷運動公園

（水島）水島緑地福田公園

（児島）中山運動公園

（玉島）新倉敷駅南公園

（真備）マービーふれあいセンター

Ｒ６.６完成

Ｒ５.７完成

近隣町内会を対象とした体験・説明会を随時開催中 市ホームページ



44【事業計画・財政計画】水道ビジョンなど計画の策定

本市水道事業における最上位計画である「くらしき水道ビジョン-２０１９-」や
施設整備計画である「倉敷市水道施設第一期基盤強化計画」などを策定しています。

くらしき水道ビジョン-2019- 倉敷市水道施設第一期基盤強化計画



45【広報】広報活動

料金改定

Web版広報くらっぴぃ

水道に関するさまざまな広報を行っています。

水道管の凍結防止

小阪部川ダム見学バスツアー



46水道局の取り組み（１）

子どもの頃から水道水を飲む習慣を身に着け、倉敷の水道水のおいしさを
実感してもらうことを目的に実施しています。

出張授業（幼稚園） 出張授業（小学校）

維持管理支援（受水槽の調整） 水飲み水栓の直結化

学校水道水リフレッシュ化事業



47水道局の取り組み（２）

きき水体験などを行い、水道に関するPRを行っています。

くらしき

環境フェア

水道における防災（管路の耐震化、応急給水など）について
見聞き・体験を行いＰＲしています。

くらしき

防災フェア

イベントに出展

きき水体験 パネル展示

給水車乗車体験 耐震管模型展示


